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瑞穂町地域防災計画等の
見直しを問う

村山　正利　議員（自民新政会）

質
問　

平
成
30
年
３
月

「
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る 

輝
く
元
気
な
ま
ち 

み
ず

ほ
」
を
基
本
理
念
と
す
る
、

「
第
２
次
瑞
穂
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
」
が
策
定
さ

れ
た
。 

　

本
計
画
の
目
標
数
値
は
、

「
成
人
の
週
１
回
以
上
の

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
70
％
」

を
掲
げ
て
い
る
。
計
画
を

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

横
断
的
取
り
組
み
が
重
要

と
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育

長
の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
関
係
機
関
の
み
な

ら
ず
、
町
内
会
・
自
治
会

な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
団
体
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
な
ど
と
互
い
に

連
携
・
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
一
体
と
な
っ
て
施
策

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
う
し
た
取
り
組

み
を
継
続
的
に
行
う
こ
と

が
実
施
率
の
目
標
達
成
に

必
要
と
な
る
。
横
断
的
な

取
り
組
み
を
効
果
的
に
行

う
こ
と
、
町
長
が
掲
げ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
振
興
」
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
基
本
理
念

「
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

　

輝
く
元
気
な
ま
ち　

み

ず
ほ
」
を
目
指
す
。

吉
野　

一
夫　

議
員
（
自
民
新
政
会
）

実効性を確認し
随時、必要な改定を行う

町長

質
問　

平
成
26
年
３
月
、

瑞
穂
町
地
域
防
災
計
画
が

修
正
さ
れ
た
が
、
平
成
28

年
８
月
の
台
風
９
号
で
は

過
去
に
例
の
な
い
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
町
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の

災
害
を
教
訓
に
、
災
害
想

定
等
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
毎
年
９
月
に

は
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
る
。
参
加
さ
れ
た
住

民
か
ら
形
骸
化
し
つ
つ
あ

る
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

問
①　

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
は
。 

町
長　

実
効
性
を
確
認
し
、

そ
の
時
の
課
題
に
沿
っ
た

計
画
の
策
定
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。
随
時
、

必
要
な
改
定
を
行
う
よ
う

既
に
指
示
し
て
い
る
。

問
②　

今
年
度
の
防
災
訓

練
の
考
え
方
は
。

町
長　

基
本
的
訓
練
は
毎

年
必
要
と
考
え
て
い
る
。

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
訓
練
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
た

め
の
働
き
か
け
や
、
防
災

訓
練
の
あ
り
方
な
ど
、
工

夫
は
必
要
と
思
う
。
主
体

と
な
る
自
主
防
災
組
織
、

関
係
機
関
と
十
分
な
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
危
機

管
理
官
と
の
連
携
も
含
め
、

地
域
事
情
に
即
し
た
、
よ

り
良
い
訓
練
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

住
民
か
ら
自
治
体

へ
、
地
域
の
身
近
な
課
題
、

魅
力
的
な
場
所
や
話
題
を

情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
対
応
を
促
す
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

先
進
自
治
体
で
は
、
住

民
か
ら
画
像
や
位
置
情
報

付
き
の
情
報
提
供
を
受
け
、

例
え
ば
道
路
の
損
傷
や
公

園
内
の
遊
具
の
故
障
、
落

書
き
の
箇
所
、
桜
の
開
花

状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

住
民
の
意
向
の
把
握
に
努

め
て
対
応
に
役
立
て
て
い

る
。
町
と
し
て
も
、
住
民

が
気
軽
に
情
報
提
供
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け

て
、
研
究
・
検
討
を
。

町
長　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
再
構
築
、
町
長
へ
の
手

紙
お
よ
び
各
課
へ
の
お
問

い
合
わ
せ
な
ど
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
て

き
た
。
６
月
か
ら
地
域
別

気
象
情
報
の
提
供
も
開
始

し
、
最
新
の
正
確
な
情
報

発
信
も
進
め
て
い
る
。
町

民
か
ら
の
投
稿
数
も
増
加

し
、
多
く
の
地
域
情
報
を

提
供
い
た
だ
く
反
面
、
行

政
に
関
す
る
情
報
で
な
い

も
の
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど

課
題
も
あ
る
。

　

今
後
も
各
種
情
報
機
器

を
活
用
す
る
姿
勢
を
維
持

し
、
行
政
自
体
の
情
報
収

集
お
よ
び
発
信
体
制
と
町

民
の
発
信
す
る
情
報
が
互

い
に
補
完
し
合
う
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

　

住
民
が
気
軽
に
情
報
提
供
で
き
る

仕
組
み
の
構
築
を

行
政
と
町
民
が
情
報
を

補
完
し
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

齋
藤　

成
宏　

議
員
（
国
民
民
主
党
）

町
長

中小企業の設備投資を促す
制度等の推進を

6月中に計画を策定

原　　隆夫　議員（公明党）

町長

質
問　

国
で
は
、
今
国
会

で
「
生
産
性
向
上
特
別
措

置
法
案
」
を
成
立
さ
せ
、

今
後
３
年
間
で
中
小
企
業

の
設
備
投
資
を
促
し
、
生

産
性
向
上
を
図
る
と
し
て

い
る
。

　

町
は
「
町
内
の
中
小
企

業
が
、
年
平
均
３
％
以
上

の
労
働
生
産
性
向
上
を
見

込
む
新
規
の
設
備
投
資
を

す
る
時
は
、
新
規
取
得
設

備
の
固
定
資
産
税
を
３
年

間
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
い
う

『
導
入
促
進
基
本
計
画
』

が
必
要
と
な
る
。
今
後
、

様
々
な
中
小
企
業
支
援
策

の
一
層
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
。
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長　

国
が
設
備
投
資
に

か
か
る
新
た
な
固
定
資
産

税
の
特
例
を
行
う
事
を
受

け
、
町
は
最
大
軽
減
税
率

を
適
用
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
お
り
、
６
月
議
会
で

条
例
改
正
を
上
程
し
た
。

ま
た
、
町
の
導
入
促
進
計

画
を
６
月
中
に
は
作
成
し
、

国
の
同
意
を
得
た
い
と
考

え
て
い
る
。
経
済
産
業
省

で
も
設
備
投
資
を
支
援
す

る
補
助
金
な
ど
の
優
先
採

択
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
積
極
的
に
国
の
施

策
を
活
用
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
町
内
の

中
小
企
業
の
労
働
生
産
性

向
上
を
促
し
て
い
く
。
町

内
金
融
機
関
、
商
工
会
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
中
小
企
業
の
支
援

を
進
め
て
い
く
。

長岡町で行われた運動会（下師岡公園）

新
た
に
改
訂
さ
れ
た
「
第
２
次
瑞
穂
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
に
つ
い
て
問
う

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
と
図

書
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
は

町
長　

以
前
か
ら
検
討

に
入
っ
て
い
る
が
、
課

題
も
あ
る
。

画像による情報提供の一例（イメージ）

関
係
団
体
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て

施
策
を
進
め
る

教
育
長

松原町の自主防災訓練の様子（松原西公園）

町内の工業地域（箱根ケ崎東松原）


